
就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名： 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

（左欄の具体的な取組・実行内容に
基づいて計画する。さらに、新たな
取り組み等について計画実行する）

（平成２７年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間および年度末に計画の
達成状況を評価する。

理念・目的を適切に設定し、そ
の適切性について、定期的に検
証する。

次年度マニフェスト作成時（３～４
月）に検証する。

次年度マニフェスト作成時（３～４
月）に検討するが、修正の必要性を
認めない。

次年度マニフェスト作成（平成２
９年３～４月）に向け検証中であ
るが、修正の必要性を認めない。

○ ○

理念・目的を大学構成員（教職
員および学生）に周知し、社会
に公表する。

ホームページ、マニフェストおよび
大学院説明会を通して教職員および
学生に周知し、社会に公表する。

教職員および学生に周知し、社会に
公表した。

ホームページ、マニフェストおよ
び大学院説明会を通して教職員お
よび学生に周知し、社会に公表し
た。

○ ◎

教員に求める能力・資質、教員
構成、教員の組織的な連携体制
と教育研究に係る責任の所在を
明確にする。

教員の資格審査を実施する体制整備
と共に、研究室間の連携体制を整備
していく。

教員の資格審査を実施する体制整備
について検討を開始した。

教員の資格審査を実施する体制整
備をし、資格審査を実施した。

◎ ◎

教育課程・編制方針に沿った教
員組織を整備し、授業科目と担
当教員の資格・適合性を明確に
して、適正に配置する。

教員の資格審査を実施する体制整備
と共に、カリキュラムポリシーに
則った教員の適正な配置を検討す
る。

教員の資格審査を実施する体制整備
と共に、教員配置の変更のための検
討を開始した。

教員の資格審査を実施し、カリ
キュラムポリシーに則った教員配
置となるように2-3年をかけて検討
する。

△ △

教員の募集・採用・昇格等に関
する規定および手続きを明確に
して、適正な教員人事を行う。

資格審査に関する内規の整備を行
う。

平成２８年度を目処に医療薬学研究
科教員資格審査内規の作成を目指し
ている。

就実大学大学院医療薬学研究科疾
病治療薬学専攻所属教員資格審査
内規および資格判定の基準を作成
した。

◎ ◎

教員の資質の向上を図るため
に、教育研究活動等の評価を実
施する。

学部における教育・研究業績評価に
おいて実施する。

学部における教育・研究業績評価に
おいて実施する。

教育業績評価書が1月末日に提出さ
れた。学部の自己点検・評価・改
善委員会において評価が実施され
る。

○ ◎

FDおよびSDを実施して、その有
効性を定期的に検証する。

学部と共に定期的に実施する。 学部と共に定期的に実施する。

平成29年2月23日薬学部FD研修会が
開催された。講師；大阪大学 平
田 収正教授、講演内容；「実務実
習ガイドラインと実務実習に向け
て準備すべきこと」、その後、統
合型学習について小グループ討論
が実施された。改訂コアカリキュ
ラムに則った教育指導の考え方を
学ぶことができた。

○ ◎

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画

［理念・目的］
建学の精神、教育の理念に基づ
き、人材育成の目的、その他の教
育研究上の目的を適切に設定し、
公表する。

［教員・教員組織］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、求める教員像や教員組
織の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備する。

部局名（学部又は事務部）： 大学院　医療薬学研究科

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容



教育目標に基づく学位授与方針
（ディプロマポリシー）を設定
し、修得すべき学習成果を明示
する。

大学評価において指摘されたディプ
ロマポリシーの修正を平成27年度実
施したので、内容の評価を行う。

修正ディプロマポリシーの評価中で
ある。

３ポリシーの様式を大学院間で統
一した。修正ディプロマポリシー
は適切であると思われる。

◎ ◎

教育目標・学位授与方針に基づ
く教育課程の編成・実施方針
（カリキュラムポリシー）を設
定し、科目区分、必修・選択の
別、単位数等を明示する。

カリキュラムポリシー、科目区分、
必修・選択の別、単位数等を検証す
る。

カリキュラムポリシーの検証中であ
る。

３ポリシーの様式を大学院間で統
一した。カリキュラムポリシーに
問題はないと思われる。

○ ◎

教育目標、学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針を大
学構成員（教職員および学生）
に周知し、社会に公表する。

履修要覧やホームページを介して周
知していく。

履修要覧やホームページを介して周
知した。

履修要覧やホームページを介して
周知した。

○ ◎

教育目標、学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針の適
切性について、定期的に検証す
る。

次年度マニフェスト作成時（３～４
月）に検証する。

次年度マニフェスト作成時（３～４
月）に検討するが、修正の必要性を
認めない。

次年度マニフェスト作成（平成２
９年３～４月）に向け検証中であ
るが、修正の必要性を認めない。

○ ◎

求める学生像、学生の受け入れ
方針（アドミッションポリ
シー）を明確化し、受験生に周
知する。

大学院説明会を学内で複数回開催
し、学外においても薬剤師会・病院
薬剤師会の勉強会等で大学院の紹介
を行い、学内外に対して情報を発信
する。

大学院説明会を７月１３日開催予定
である。また、６月１９日に開催さ
れた岡山県薬剤師会および病院薬剤
師会主催の岡山薬学フォーラムにお
いて、大学院１期生の増田展利君が
「病院薬剤師が経験した薬学部大学
院博士課程」を発表し、就実大学大
学院の紹介をした。

7月13日に1回目の大学院説明会を
開催し、11月27日地域連携講座に
合わせて、学外者および4年生に対
して2回目の大学院説明会を行っ
た。

○ ◎

学生の受け入れ方針に基づき、
公正かつ適切に学生募集および
入学者選抜を行う。

アドミッションポリシーの検証を行
う。

アドミッションポリシーの検証中で
ある。

３ポリシーの様式を大学院間で統
一した。アドミッションポリシー
に問題はないと思われる。

○ ◎

適切な定員を設定し、在籍学生
数を収容定員に基づき適正に管
理する。

収容定員を確保するため、特に進学
者の確保に努める。

1年次4名、2年次3名、3年次2名、4
年次1名の計10名が在籍中である。
休学、退学はない。

総定員数は16名であるので、さら
に入学者を確保する必要がある。

○ ○

学生に対する修学支援、生活支
援、進路支援に関する方針を明確
化にする。

大学院における修学支援、生活支
援、進路支援に関する方針について
協議する。

未実施である。
ほぼ全員が社会人入学者であるた
め、未実施である。

× ×

留年者および休・退学者の状況を
把握し、低減に向けての部局での
方策を検討し、適切に対処する。

研究指導教授を中心に、留年者およ
び休・退学者がないようきめ細かな
研究指導を行っていく。

研究指導教授と大学院生は、緊密な
連携を取りながら研究を進めてい
る。

留年者および休・退学者なし。 ◎ ◎

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［学生の受け入れ］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、学生の受け入れ方針を
明示し、その方針に沿って適切な
入学者選抜制度により公正な受け
入れを行う。（留学生を含む）

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。



障がいのある学生に対する修学支
援措置を適切に行う。

完成年度を迎えたばかりであるた
め、将来的な課題として大学院にお
ける障がいのある学生に対する修学
支援の在り方について協議する。

未実施である。 未実施である。 × ×

奨学金等の経済的支援措置を適
切に行う。

大学院生に対する経済支援の方針に
ついて協議する。

未実施である。 未実施である。 × ×

心身の健康保持・増進および安
全・衛生へ配慮する。

研究指導教授を中心に学生の心身の
健康保持・安全面へ配慮する。

学生の心身、安全面に問題はないよ
うである。

学生の心身、安全面に配慮して研
究を実施している。

○ ○

ハラスメント防止のための措置を適
切に行う。

研究指導教授を中心にハラスメント
防止に努める。

ハラスメント等の発生はないようで
ある。

研究指導教授を中心にハラスメン
ト防止に努めている。

○ ○

キャリア支援に関する組織体制を
整備し、進路選択に関わる指導・
ガイダンスを実施する。

完成年度を迎えたばかりであるた
め、将来的な課題として大学院生に
対するキャリア支援に関する組織体
制について協議する。

未実施である。 未実施である。 × ×

ティーチング・アシスタント（ＴＡ）・リ
サーチ・アシスタント（ＲＡ）・技術ス
タッフなど教育研究支援体制を整
備する。

入学者のほとんどが社会人であるた
め、現在は難しい。しかし、新卒者
の進学者が増えてくれば可能となる
ため、検討を開始する。

未実施である。 未実施である。 × ×

教員の研究費・研究室および研究
専念時間を確保する。

各教員の努力と連携の下、確保して
いく。

各教員の努力により、研究費、研究
専念時間は確保されているようであ
る。

各教員の努力により問題なし。 ○ ○

教育研究の成果を基にした社会へ
のサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学
外組織との連携協力による教育研
究を推進する。

連携協定施設として、津山中央病
院、岡山大学病院、国立岡山医療セ
ンター、国立岩国医療センター、
PMDAがあり、共同研究を進める。

津山中央病院、岡山大学病院、国立
岡山医療センターとの共同研究を
行っている。連携協定の一環とし
て、PMDA職員による特別講義を実施
している。

各連携施設との協力体制の下、教
育研究を進めている。特に、津山
中央病院との共同研究において
は、抗MRSA薬バンコマイシンの臨
床研究が活発に行われている。津
山中央病院薬剤部職員が大学院生
として「津山中央病院で臨床分離
されたMRSAの性状解析」で学位を
取得した。

◎ ◎

グローバル化促進として、留学生
の積極的な受け入れ、さらに外国
人研究者活躍の場を広げ、本学の
構成員の国際的活動能力の向上
を図る。

完成年度を迎えたばかりであるた
め、将来的な課題として留学生や外
国人研究者の受入を協議する。

未実施である。 未実施である。 × ×

［社会連携・社会貢献］
グローバル化を推進すると共に、社
会との連携と協力に配慮し、教育研
究の成果を広く社会に還元する。

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［教育研究等環境］
学生の学修ならびに教員による教
育研究活動を必要かつ十分に行え
るよう、学習環境や教育研究環境
を整備し、これを適切に管理運営
する。



［内部質保証］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育の質を保証する制
度を整備し、定期的に点検・評価
を行い、大学の現況を公表する。

大学の諸活動について点検・評価
を行い、その結果を公表することで
社会に対する説明責任を果たす。

大学院での成果を就実大学リポジト
リーで公開する。

平成27年度修了者に関して、学位論
文の審査結果および要旨のまとめを
就実大学リポジトリーで公表した。
平成28年度中に学位論文全文を公表
する予定である。

平成27年度修了者の学位論文全文
を就実大学リポジトリーで公表し
た。平成28年度修了者に関しても
同様に公表予定である。

○ ○

学生の成長に繋がる教育改革を
推進し、教育力の飛躍的向上によ
る就実教育ブランドを確立する。

社会人ばかりでなく、新卒者からの
進学者が各研究室に満遍なく配属さ
れるようになって初めて特徴ある研
究がなされる。大学院においては、
進学者のさらなる増加を待つしかな
いと考えられる。

来年度入学者の定員確保に向けて、
学内においては大学院説明会の複数
開催、学外においては地域連携講座
を利用した大学院紹介とＱ＆Ａ方式
による相談会を１１月２７日に開催
する。

新卒者からの大学院進学は、薬学
部６年制への移行によって、非常
に難しい課題となっている。就職
よりもやりがい・興味を持てるよ
うな研究テーマが出てくれば、そ
の打開策となると考えられる。

△ △

【平成28年度大学・短大の主要事業計画と改革の重点事項】

［特色ある取り組み］
主体となる学生自身が大学生活で
成長を実感できるように、ビジョ
ンとミッションを明確にしてPDCA
サイクルを機能させ、学内外の変
化に目を向けた大学改革を着実に
実行する。


